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VARILITEクッションは
何故世界中で愛されているのでしょう
快適さ

快適に座るということは⼤変に重要です。 しかし、 ⽬標を体圧分散やポジショニングのみに向けると、 ご利⽤者
は時として座るのが⾟いばかりか、 拷問になってしまうこともあります。 ⾞椅⼦ユーザーの誰もが、 シート ・ クッショ
ンを感じる触感があるとは限りません。 まず、 製品を選ぶ際には 『快適さ』 を⽬標として下さい。 優秀なクッショ
ンは総じて快適とされています。

体圧分散
より⾃⽴した⽣活を楽しもうと計画しても、 床ずれ（褥瘡）ができてしまうと、 ベッド上の⽣活を強いられてしま

います。 体圧分散を考慮し、 ⼆次障害を予防することが、 快適な⽣活を送る上で⼤切です。

ポジショニングと安定性（座位保持）
たとえば⾝体的に障害のない⼈にとっては、 ⾝をかがめて物を拾うという動作はごく簡単なことです。 しかし、 ⾝

体的障害のある⽅にとってはこのような単純な動作が⼤変難しい作業になります。 安定性の⾼いシーティング・クッ
ションを利⽤することで、 バランスを取るための労⼒が軽減され、 ⽇常必要な動作を⾏うための筋⼒に余裕ができ
ます。 ⾝体の芯が安定すると、 抹消の筋⾁コントロールが容易になり、 動作をスムーズにしてくれます。

重量
⾞椅⼦とクッションの重量は、 特に使⽤頻度の⾼い⽅にとっては⼤変重要なことです。 軽量な製品を選ぶこと

により、 リムを漕いで移動する時や、 ⾞椅⼦にクッションを乗せ降ろしする際など、 毎⽇⾏うような⽇常⽣活の動
作の負担を軽減することができます。

カバー
せっかく優良なクッションを使⽤しても、 カバーがその性能を引き出せないと効果が半減します。 カバーを選択す

る際のチェック項⽬として、 ⾝体の変化や形に順応できる柔軟性があるか、 表⾯素材が移動（移乗）し易いか、
通気性はあるか、 底⾯はノンスリップで⾞椅⼦座⾯に固定できるか、 等があります。 これらを考慮してクッションを
選択して下さい。

簡便さと適応性
使⽤法が簡便であることは軽視できません。 簡便に使うことができれば、 必要な労⼒・注意⼒は少なくて済み、

結果として⻑く継続して製品を利⽤できます。
また、 私たちはまったく同じ姿勢を⻑く維持することができません。 例えば、 1時間も座り続けていたら、 違った

姿勢をとりたくなります。 このような変化の要求にも応じられる適応性のあるクッションを選んで下さい。

耐久性と保証
バリライト製品には24 ヶ⽉の⻑期保証が付いています（クッション本体のみ）5年以上使⽤されたクッションがご

利⽤者から修理の為届くこともあります。 これは、 空気はへたらないのでご購⼊時と5年後を⽐較しても殆ど性能
が変わらないという事です。 この優れた性能を考えると、 ご利⽤者が製品を⾝体の⼀部として継続してご使⽤され
る場合、 ⼤変コストパフォーマンスに優れたクッションといえるでしょう。

安全性
多くの⾞椅⼦ユーザーが 「常に様々な危険に直⾯している」 ことを、忘れないで下さい。 ほんの⼩さな問題が、

危機的な問題に発展することは⼗分にあり得ます。 予期できる限りの危険性を抑えられる製品を選んで下さい。

参考⽂献︓Michael S. MacLeish [Seating Assessment]
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もう⼀つ⼤事なこと。
路⾯の衝撃 ・振動の吸収はあなたの⾝体を守ります。

バリライトシーティングシステムの 「エアー＋フォーム」 クッションは、 体圧分散効果と座位保持⼒の両⽅にとても優
れた⼒を発揮するクッションとして、 皆様にご好評を頂いております。

2000年に開かれた 「北⽶リハ⼯学協会」 での発表で、 路⾯の振動を吸収し⾝体にかかる衝撃を最⼩限に抑
えるクッションとして、 代表的な他社製品３種類に⽐較して抜群に優れていると⾼い評価を受けました。

この報告の中には、 ⼀般的にシーティングシステムが優れているといわれる某社のクッションは、 静⽌状態や擬似
静⽌状態では良いとされていますが、 衝撃振動や周期的振動が⽣じた際には⾮常に硬くなり振動を減ずることがで
きず、 他に⽐べて劣るという意外な結果もありました。

路⾯の振動は、 ⾻盤⇒脊髄⇒頚椎⇒脳へと伝わります。 ガタガタ道を⾞椅⼦で⾛ったり、 ⻑時間⾃動⾞に乗っ
て揺られた後は、 疲労感を覚えます。 これは、 ⾝体にかかる振動の影響が⼤きいからです。

⾞椅⼦ユーザーが体験する衝撃（ショック）や回転周期的（反復性のある）振動を抑えるクッションについては、
⼀般的に考慮されていません。 しかし、 ⾞椅⼦を前に推進する際に体全体で体験する振動は、 使⽤者の快適性
を損なうばかりでなく、疲労を増⼤するという研究報告があります。 推進時に体全体に加わる振動にさらされていると、
快適性を超えて疲労の域に達するという別の研究報告もあります。 その結果、 ⾝体的な能⼒に悪影響がでる可能
性があります。 コミュニティ活動に活発に参加できなくなったり、 ⽇常⽣活において⾃⽴して⾏動できなくなる恐れもあ
り、 ⼆次障害に発展する危険もあります。

より快適に⾞椅⼦での⽣活を続ける為には、 クッションの選択基準に 「体圧分散効果」 ｢座位保持⼒｣と新たに
「⾞椅⼦から⼈体に伝わる振動を最⼩限に抑える能⼒」 があるかを加えることをぜひお薦めします。

参考⽂献︓RESNA July 17, 2000
［ANALYSIS OF VIBRATION AND COMPARISON OF FOUR WHEELCHAIR CUSHIONS 
DURING MANUAL WHEELCHAIR PROPULSION］
「⾞椅⼦の⼿動推進時における振動分析及び４種類のクッション性能⽐較」
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1)

2)

3)

4)

4 ISO 7176-16

5)

5cm
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※全て失禁カバー仕様です。
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IICONN LOWW BACK

IICONN MIDD BACK

IICONN TALLL BACK

IICONN DEEPP BACK
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（2022 年 4 ⽉価格変更予定）

（2022 年 4 ⽉価格変更予定）

（2022 年 4 ⽉価格変更予定）

（2022 年 4 ⽉価格変更予定）
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IICON LLOW BBACK 

IICON MMID BBACK 

A

B

B

C

C

E

E

F

F
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IICON TTALL BBACK 

IICON DDEEP BBACK 

A

A

B

B

C

C

E

E

F

F

G
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SEAT ING SOLU T IONS BY
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Bodypoint

Bodypoint® ISO ANSI / RESNA EN
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HW100-150-2 HW100-200-2 HW105S-1 HW105-L-1

150mm 200mm 185mm 270mm
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ステルスプロダクツ

40

※装着例
・ ヘッドサポート 
CP180

・ バックサポート 
アイコンディープバック

・ 座クッション 
ストレータス

CP180

★ベース車：EMC-250

SU108+SUS9B i2i580

※装着例
・ ヘッドサポート 
SU108
・ 頭部ラテラルサポート 
SUS9B+スタンダードラテラルパッド
・ バックサポート 
アイコントールバック
・ 体幹サポート 
TWBL-FSC
・ 座クッション 
ストレータス

※装着例
・ ヘッドサポート 
i2i580
・ バックサポート 
アイコンディープバック
・ 座クッション 
ストレータス

ステルスヘッドサポート
Stealth Head Support
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CP280
M 25.4CM CP180

L 35.5CM)

CP275
M 25.4CM)

CP175
L 35.5CM)

CP280+CPS -B
M(25.4CM)

CP180+CPS -B
L 35.5CM)

CP275+CPS -B
M 25.4CM)

CP175+CPS -B
L(35.5CM)

CP280  CP180
52,000

CP275  CP175
40,000

CP280
CP180 +CPS -B

107,000
CP275
CP175 +CPS9-B

95,000

ステルスヘッドサポートシステム
Stealth Head Support Systems



ヘッドサポート

SU118
11.4×5CM

16.1×5.7CM
SU108

15.2×9.5CM
21.5×6.9CM

SU117
11.4×5CM

16.1×5.7CM

SU107
15.2×9.5CM

21.5×6.9CM

SU117or107 or
SUS9-B 

SU118or108 or
SUS9-B  

SU118
SU108 80,000

SU117
SU107 72,000

134,000 126,000

ステルスヘッドポジショニングシステム
Stealth Head Positioning  Systems
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i2i

6.25mm 12.5mm

i2i380)

i2i

Dr



ヘッドサポート
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i2i 380 5.7CM 11.4CM 22.8CM 8.8CM

i2i 480 S

i2i 481 S

10.16CM

16.5CM

11.4CM

27.94CM 10.1CM

i2i 580 M    

I2i 581 M  

12CM

19CM

13.9CM

33.5CM 11.43CM

i2i 680 L

i2i 681 L

13.3

23.3CM

15.2CM

40.6CM 12.7CM

i2i 380 XS
i2i 480 S
i2i 481 S

i2i 580 M
I2i 581 M

i2i 680 L
i2i 681 L

112,000

23 | Stealth Catalog 2015-2016

Dimension Table

Low Profile - All Sizes

Standard Profile

2.25”
(5.71 cm)

Neck Circumference

Neck Width

(MNC*) Maximum
Neck Circumference

(MNW**) Maximum Neck Width

Arm Measuring Area

Start Point

End Point

Note if...
You need foam build-up or 
removal
You want gel padding on 
selected areas (other than 
shown standard)
You need custom arm length
You need adjustable arms or 
gel insert

XX-Small I2I250200
X-Small I2I350300
Small I2I450400
Medium I2I550500
Large I2I650600
X-Large I2I750
Custom I2I950

700
900

Scan or click to download brochure

Arms Length

Sizes Short Standard MNC* MNW**

XX-Small Low Only N/A 4.5 (11.43) 7 (17.78) 3 (7.62)

X-Small Low Only N/A 4.5 (11.43) 9 (22.86) 3.5 (8.89)

Small 4 (10.16) 4.5 (11.43) 6.5 (16.51) 11 (27.94) 4 (10.16)

Medium 4.75 (12.06) 5.5 (13.97) 7.5 (19.05) 14 (35.56) 4.5 (11.43)

Large 5.25 (13.34) 6 (15.24) 8 (20.32) 16 (40.64) 5 (12.70)

X-Large 6 (15.24) 6.25 (15.88) 9 (22.86) 18 (45.72) 5.75 (14.61)

Sizes shown as inches (centimeters)

Part Number Reference

dimensions table

Product Size Series

Example for pad only

Example

I2I

More at
Standard
Arm Length

Short
Arm Length
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CPS9-B

55,000
22.86CM

CP275 CP175

SUS9-B

54,000
22.86CM

I2i 380 SU118 SU108 SU117 SU107

910 900 920
76×50mm 114×50mm  162×57mm

i2i

TD100

30,000

TD101

30,000 i2i +TD100

L R

CPS9-L

ステルスその他パーツ商品紹介



ラテラルシリーズ

46

180

2
200



47

22mm
25mm

M 105mm 155mm
L 125mm 180mm

( )

TWBL-FSC

57.1mm 88.9mm95.2

241.2mm

(Full  Surface Contact)

360°



TWBL

( )

TWBL

19mm
22mm
25mm

S 65mm 95mm
M 85mm 135mm

22mm
25mm

M 105mm 155mm
L 125mm 180mm

( )

( )

TWBL

57.1mm 88.9mm95.2

241.2mm

177.7mm

69.8mm 63.5mm44.4mm
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その場ですぐに作れるオーダーメードクッション
◉NASAのアポロ計画で開発された低反発フォームです。
◉主原料は安全性の高い植物性、環境に優しいフォームです。
◉5分間座るだけで身体の形にあったクッションができます。
◉その場で仮合わせが可能です。
◉クッションが完成した後でも直しが可能です。

リキッドサンメイトFIPSの開発には、NASAのアポロ計画で宇宙飛行士が座るシートクッションの開発技術を使
用し、多くのセラピストやシーティングの専門家と共に行いました。
リキッドサンメイトFIPSは、植物性の原料を主成分としているため、発泡中に発生するガスに有害成分が殆ど含
まれておりません。このため、現場で直接発泡してもご利用者や作業者が安心して使用できます。5分間座ってい
るだけで、ご利用者の身体の形に合わせたモールディングクッションが出来ます。発泡したフォームは、低反発フ
ォームで柔らかく、低温状態においてもフォームの硬さは変化が少ないです。

①リキッドサンメイト　
ポリオール・カタリスト・アイソの3液で構成
しております。

②バッグパック
3液が1つのパックに入っており、液剤の混合も
パックに入れたままの状態で行います。

③ボールパック
3液が別々の容器に入っており、液剤の混合には
混合容器に液剤を入れてミキサーなどで混合します。

1ユニットの容量は、バックレストや座面のクッションを製作するときのクッション1個分の容量です。1・1/2 は、
1ユニットの1.5 倍の容量です。バッグパックは、バックレストや座面のクッションを製作するときに使用すると
楽に扱えます。ボールパックは、バックレストや座面のクッションより小さいものを製作したいときに液剤を小分
けするときには便利に扱えます。採形型の中での間接発泡に便利です。

サイメントFIPS  シーティングシステム

ボールパック

バッグパック

サンメイト FIPS〈シーティングシステム〉
Liquid Sunmate for Form In Place SeatingTM

49



5050

My Buddy

「My　Buddy」 はスキューバダイビングの⽤語で 「相棒」 という意味です。 ⾞椅⼦を使⽤されている皆様の 「相棒」 となるよう
に、 特に標準型の⾞椅⼦上での座位補助具として開発されました。 開発にあたり、 セラピストの⽅々にも企画に参加していた
だき、 ⾞椅⼦上でのシーティングの考えを参考に製作し、 2年以上病院 ・ 施設でテストを⾏いました。 その結果、 臨床現場で
簡単に⾞椅⼦への取付が出来、 基本的に⼯具不要の調整が可能な製品として2005年に発売されました。
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My Buddy
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My Buddy
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My Buddy
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My Buddy



計測バー： 
測定点を指示します。 

リモートスイッチ： 
Holdボタンと連動します。 

ホライゾン本体： 
３モードの測定ができます。 

３つの計測モード 
Hキー：水平面の左右傾斜角度 
Vキー：垂直線に対して、左右・前後の傾斜角度 
Rキー：横断面上での回旋角度（ねじれ） 

MMC(SD)カード： 
Excelデータで記録、簡単にPCへコピー出来ます。

648,000

センサセッティング例

■システム構成
 品名 数量 仕様
①センサシート 1枚 奥行470×幅420mm（カバー装着時）
②センサコネクタ 1ヶ 奥行135×幅55×高さ33mm、ケーブル長さ：約4.5ｍ

 質量：約330ｇ
③ソフトウェア 1式 CD-ROM　WindowsXP、VISTA、Windows7
④付属品 1式 取扱説明書、センサシート用キャリングケース、

 センサコネクタ用収納ケース専用ソフトウェア表示例

特　長
車いす上でのシーティング適合を考慮し、臨床現場でとても使い易くなりました。

センサシートのカバーは、外して丸洗い（手洗い）可能です。

センサシートが伸縮することで、骨盤の突起部などに沿った曲面での計測値が、従来品に比べ、
格段に性能アップしました。

1
2

3
※詳しくは、単品カタログをご覧下さい。

● ISO16840-1（車椅子使用者の姿勢表現方法）に準じた測定が出来ます。 
● 水平・垂直・回旋（ねじれ）の３次元での計測が出来ます。 
● 立位、臥位姿勢にも、応用できます。 
● MMC(SD)メモリーカードにExcelデータで記録し、簡単にPCへコピー出来ます。 
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My Buddy




